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去
る
６
月　

日
午
前　

時
よ
り
ホ
テ

10

10

ル
一
畑
（
松
江
市
千
鳥
町
）
で
出
席
総

代
1
3
5
名（
内
本
人
出
席
1
1
9
名
、

委
任
状
に
よ
る
出
席
2
名
、
書
面
に
よ

る
も
の　

名
）
に
よ
り
第
１
回
通
常
総

14

代
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
冒
頭
に
岸
宏
J
F
し
ま
ね

会
長
が
挨
拶
し
引
続
き
来
賓
の
澄
田
県

知
事
、
植
村
全
漁
連
会
長
か
ら
祝
辞
を

戴
い
た
。続
い
て
議
事
に
移
り
、
議
長
に

平
木
操
浦
郷
地
区
総
代
が
選
任
さ
れ
、

第
１
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報
告

17

書
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
並
び
に
損
失

処
理
案
の
承
認
を
求
め

る
件

第
２
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計
画

18

及
び
収
支
見
込
書
の
承

認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案　

平
成　

年
度
に
お
け
る

18

借
入
金
の
最
高
限
度
額

決
定
の
件

第
４
号
議
案　

平
成　

年
度
内
に
お
け

18

る
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
決
定
の
件

第
５
号
議
案　

定
款
の
一
部
変
更
に
関

す
る
件

第
６
号
議
案　

規
約
の
一
部
変
更
に
関

す
る
件　
　
　
　
　
　

第
７
号
議
案　

信
用
事
業
規
程
の
一
部

変
更
に
関
す
る
件　
　

第
８
号
議
案　

平
成　

年
度
賦
課
金
の

18

徴
収
に
関
す
る
件　

第
９
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

選
任
に
関
す
る
件

全
９
議
案
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
別
決
議
と
し
て

①
「
竹
島
領
土
権
確
立
に
関
す
る
件
」

②
「
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
行

動
指
針
」
が
提
案
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
岸
会
長
よ
り
来
年
夏
の

参
議
院
島
根
選
挙
区
の
選
挙
に
お
い

て
、
景
山
俊
太
郎
議
員
を
推
薦
し
た
い

旨
提
案
が
あ
り
、
満
場
一
致
で
推
薦
決

議
を
行
っ
た
。

第第
11
回回
通通
常常
総総
代代
会会

平木　操議長
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任
も
痛
感
を
い
た
し
て
い
る
所
で
あ
り

ま
す
。

　

現
下
の
漁
業
の
状
況
は
、
市
町
村
行

政
で
合
併
が
急
速
に
進
展
す
る
一
方
、

燃
油
高
騰
、
魚
価
の
低
迷
等
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
中
で
、
漁

業
・
漁
村
・
協
同
組
合
が
、
将
来
に
向

か
っ
て
確
か
な
展
望
を
開
く
た
め
に

は
、
漁
連
も
信
連
も
漁
協
も
一
つ
に

な
っ
て
新
し
い
組
織
を
構
築
す
る
こ
と

が
必
要
と
の
確
固
た
る
信
念
を
持
っ
て

今
日
ま
で
合
併
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
組
合

員
、
役
員
、
職
員
の
皆
さ
ん
方
、
一
緒

に
な
っ
て
協
議
を
し
て
い
た
だ
き
、
最

終
的
に
は
「
一
人
は
万
人
の
た
め
に
、

万
人
は
一
人
の
た
め
に
」
と
い
う
協
同

組
合
精
神
に
基
づ
い
て
「
小
異
を
捨
て

て
大
同
に
つ
く
」
ご
判
断
を
賜
り
、
１

月
１
日
に
は
「
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
」
が
発
足
、
予
定
通
り
４
月
1
日

に
は
島
根
県
漁
連
も
信
漁
連
も
合
流

し
、
名
実
と
も
に
総
合
事
業
体
と
し
て
の

体
制
が
整
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。皆
様

方
の
ご
理
解
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
３
ヶ
月
間
の
事
業
で

17

あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
は
、
協
同
組

合
の
一
つ
の
形
を
つ
く
る
、
そ
の
期
間

で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
支
所
間
或
い
は
本
支
所
間
、
役

員
も
職
員
も
組
合
員
も
一
体
感
を
共
有

で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ

と
を
主
眼
に
お
き
な
が
ら
、
諸
規
程
を

整
備
し
、
役
員
会
、
支
所
長
会
議
を
積

み
重
ね
て
参
り
ま
し
た
。

　

第
二
は
、
漁
協
合
併
の
大
き
な
目

標
・
課
題
で
あ
り
ま
し
た
、
油
の
価
格

体
系
の
見
直
し
に
よ
る
値
下
げ
、
ま

た
、
魚
箱
の
統
一
化
に
よ
る
値
下
げ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
も
３
月
ま
で
に

目
処
を
付
け
、
４
月
１
日
か
ら
新
価
格

体
系
で
値
下
げ
を
し
て
供
給
す
る
こ
と

が
出
来
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
燃
油
価
格
は
そ
れ
以
上
の
急
騰

で
あ
り
、
緊
急
対
策
と
し
て
５
月
１
日

か
ら
半
年
間
の
価
格
値
引
き
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
状
況
に
併

せ
、
適
宜
適
切
な
対
応
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

協
同
組
合
の
精
神
は
み
ん
な
が
一
緒

に
な
っ
て
利
用
し
仕
事
を
す
る
、
そ
こ

に
活
路
が
あ
り
ま
す
。

　

全
て
の
物
が
値
上
が
り
す
る
中
で
な

ぜ
魚
箱
が
値
下
げ
で
き
た
か
･
･
･
･
･
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
「
漁
業
協

同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
が
一
括
し
て
箱

を
供
給
す
る
体
制
が
出
来
た
か
ら
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
課
題
一
つ
一
つ
を

着
実
に
解
決
し
な
が
ら
、
ご
要
望
に
お

応
え
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

年
度
の
事
業
は
、
２
月
・
３
月
不

17
漁
で
あ
り
ま
し
た
が
最
終
的
に
期
間
利

益
と
し
て
２
億
円
余
を
計
上
し
予
定
通

り
繰
越
欠
損
金
を
償
却
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
承
認
を
賜
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
、　

年
度
の
計
画
に
つ
い
て
で

18

あ
り
ま
す
。
実
質
的
に
は
事
業
が
初
年

度
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
初

か
ら
の
目
標
で
あ
り
ま
す
、
組
合
員
の

所
得
向
上
、
安
全
安
心
な
し
ま
ね
の
魚

を
供
給
す
る
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
。
こ
の
３
つ
を
柱
に
し
な
が
ら
、

「
信
頼
と
挑
戦
」
を
基
本
理
念
に
諸
般

の
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
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�
�
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本
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
各
地
区

か
ら
選
ば
れ
た
総
代
の
皆
様
と
一
同
に

会
し
ひ
し
ひ
し
と
一
体
感
を
感
じ
な
が

ら
、「
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
が

現
実
に
出
来
た
ん
だ
な
と
い
う
思
い
を

実
感
す
る
一
面
、
ま
た
、
立
派
な
組
合

に
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
責
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金　　額科　　　　目金　　額科　　　　目
198,361１.共済事業負債100,528１.共済事業資産

3,904,902２.流動負債等7,672,589２.流動資産等
109,645　　支払手形2,921,002　　現預金・有価証券
1,728,069　　短期借入金25,478　　受取手形
1,597,643　　経済事業未払金、経済事業雑負債2,849,323　　経済事業未収金、経済事業雑資産
469,360　　未払法人税等その他の流動負債974,492　　棚卸資産

185　　信用事業譲渡特別負債1,627,291　　その他の流動資産
6,337,771３.固定負債1,534,147　　信用事業譲渡特別資産等
5,512,142　　長期借入金△2,259,144　　貸倒引当金
780,909　　受入保証金7,622,083３.固定資産
44,720　　出資預り金、その他の固定負債5,482,975　　有形固定資産

2,414,345４.諸引当金27,769　　無形固定資産
12,855,379負債合計2,104,739　　外部出資
3,011,380１.出資金6,600　　その他の固定資産
40,410２.法定準備金、任意積立金197,592４.繰延資産

△314,377３.当期未処分剰余金
（213,794）（うち当期剰余金）
2,737,413資本合計
15,592,792負債・資本合計15,592,792資産合計

貸 借 対 照 表
■平成18年３月31日 ���������������������������������� （単位：千円）

損益計算書
■平成18年1月1日から平成18年3月31日 � （単位：千円）

金　額科　　　　目
320,2911.事業総利益
225,028　　（販売事業総利益）
65,316　　（購買事業総利益）
24,102　　（共済事業総利益）
13,584　　（製氷冷凍事業総利益）
△1,737　　（加工事業総利益）
1,176　　（利用事業総利益）

△2,230　　（その他事業総利益）
△5,487　　（指導事業収支差額）
539　　（無線事業収支差額）

430,5012.事業管理費
273,952　　（人件費）
8,226　　（旅費交通費）
22,039　　（業務費）
7,605　　（諸税負担金）
48,712　　（施設費）
59,302　　（減価償却費）
10,665　　（雑費）

△110,210（事業利益）
2,574,7243.事業外収益
2,323,3084.事業外費用
141,206（経常利益）
282,8075.特別利益
207,9636.特別損失
216,050　　（税引前当期剰余金）
2,2567.法人税・住民税及び事業税

213,794（当期剰余金）
△528,171（繰越剰余金）
△314,377　　（当期未処分剰余金）

新
役
員
名
簿 

新役員挨拶

�
��

�（
十
五
名
）

　

代
表
理
事
会
長　

岸　
　
　

宏

　

副
会
長
理
事　

団
野　
　

清

　
　
　
  
〃　
　
　
 

金
坂　
　

敬

　
　
　
  
〃　
　
　
 

池
田　

隆
二

　

専

務

理

事　

永
田　

正
二

　

常

務

理

事　

築
谷　

允
行

　

理　
　
　
　

事　

谷
口　

一
春

　
　
　
  
〃　
　
　
 

樋
野　

健
治　
〃
〃

　
　
　
  
〃　
　
　
 

牧
野　

正
義　
〃
〃

　
　
　
  
〃　
　
　
 

山
本
千
代
則　
〃
〃

　
　
　
  
〃　
　
　
 

扇
谷　
　

豪　
〃
〃

　
　
　
  
〃　
　
　
 

曽
田　

利
行　
〃
〃

　
　
　
  
〃　
　
　
 

吉
原　

幸
則

　
　
　
  
〃　
　
　
 

米
田　

政
義

　
　
　
  
〃　
　
　
 

中
島　

謙
二

�
��

�（
五
名
）

　

代

表

監

事　

月
森　
　

陸

　

監　
　
　
　

事　

小
笹　
　

博

　
　
　
  
〃　
　
　
 

加
藤　

二
士（
新
任
）

　
　
　
  
〃　
　
　
 

神
門　
　

勉

　

常

勤

監

事　

岸
本　

良
男（
新
任
）

決
算
状
況

 

平
成
17
年
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平
成
18
年
度

事
業
計
画

 

　

本
組
合
創
立
実
質
初
年
度
の
事
業
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、「
信
頼
と
挑
戦
」
を

基
本
理
念
に
先
ず
組
合
員
か
ら
の
信
頼

を
得
る
こ
と
を
最
優
先
に
事
業
の
見
直

し
改
善
と
新
規
事
業
開
拓
に
積
極
的
に

取
組
み
な
が
ら
、
組
織
・
経
営
基
盤
確

立
に
向
け
役
職
員
・
組
合
員
一
丸
と

な
っ
て
取
組
む
こ
と
と
す
る
。

　

重
点
推
進
事
項

１
・
販
売
事
業

①
組
合
員
の
本
組
合
市
場
へ
の
全
面
出

荷
体
制
の
確
立
に
務
め
る
。

②
共
通
仲
買
制
を
活
用
し
、
新
規
仲
買

人
の
参
入
に
よ
っ
て
魚
価
向
上
を
目

指
す
。

③
自
己
買
参
権
を
積
極
的
に
行
使
し
、

買
取
販
売
の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
魚

価
対
策
を
講
ず
る
。

２
・
購
買
事
業

①
急
騰
す
る
燃
油
価
格
対
策
に
適
切
に

対
応
し
な
が
ら
、
物
の
確
保
と
安
価

仕
入
れ
に
取
組
む
。

②
魚
箱
・
一
般
資
材
に
つ
い
て
は
、
一

括
仕
入
れ
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

図
る
と
共
に
組
合
員
の
全
利
用
体
制

を
確
立
す
る
。

３
・
信
用
事
業

①
信
用
取
り
ま
と
め
店
舗
、
信
用
事
務

を
集
中
の
う
え
権
限
委
譲
し
事
務
の

効
率
化
と
迅
速
化
を
図
る
。

②
運
営
の
効
率
化
と
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
維
持
・
向
上
の
た
め
Ａ
Ｔ
Ｍ
機

器
の
導
入
や
事
業
の
統
廃
合
を
検
討

す
る
。

４
・
共
済
事
業

①
事
業
の
目
標
お
よ
び
戦
略
を
も
と
に

指
導
・
推
進
業
務
も
強
化
を
図
り
、

事
務
の
充
実
と
統
括
管
理
を
行
う
。

②
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
設
立
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
組
織
を
挙
げ
て
展
開
す
る
。

５
・
そ
の
他
事
業

①
冷
凍
冷
蔵
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売

事
業
と
連
携
し
魚
価
維
持
に
努
め
有

機
的
な
運
用
を
図
る
。

②
製
氷
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
を

踏
ま
え
た
配
送
機
能
体
制
を
確
立

し
、
よ
り
安
価
な
供
給
を
目
指
す
。

③
加
工
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
「
し
ま

ね
ブ
ラ
ン
ド
」の
開
発
や
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
商
品
開
発
に
努
め
、
生
産

物
の
付
加
価
値
向
上
に
努
め
る
。

④
無
線
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
20

度
県
内
１
局
化
に
む
け
た
具
体
的
計

画
の
検
討
作
成
を
行
う
。

⑤
管
理
・
財
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
経

営
基
盤
確
立
の
た
め
広
範
な
角
度
か

ら
地
区
運
営
委
員
会
、
地
区
座
談
会

等
で
検
討
を
加
え
な
が
ら
そ
の
体
制

整
備
に
努
め
る
。

⑥
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
諸
漁
政
対

策
事
業
、
市
町
村
を
核
と
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
漁
業
振
興
対
策
の
推
進
、
漁

業
再
構
築
対
策
・
担
い
手
後
継
者
対

策
・
繁
殖
保
護
・
営
漁
指
導
・
生
産

販
売
流
通
対
策
等
の
漁
業
振
興
対
策

を
行
う
こ
と
と
す
る
。

金　額科　　　　目
2,854,894１．事業総利益
1,365,819　　（販売事業総利益）
660,522　　（購買事業総利益）
467,153　　（信用事業総利益）
101,905　　（共済事業総利益）
152,381　　（製氷冷凍事業総利益）
26,820　　（加工事業総利益）
43,986　　（利用事業総利益）
△ 3,135　　（その他事業総利益）
31,185　　（指導事業収支差額）
8,258　　（無線事業収支差額）

2,835,567２．事業管理費
2,028,555　　（人件費）
33,231　　（旅費交通費）
101,972　　（業務費）
78,637　　（諸税負担金）
348,710　　（施設費）
224,382　　（減価償却費）
20,080　　（雑費）
19,327（事業利益）

2,413,115３．事業外収益
2,322,419４．事業外費用
110,023（経常利益）
2,407５．特別利益
1,882６．特別損失

110,548（税引前当期剰余金）
8,000７．法人税・住民税及び事業税

102,548（当期剰余金）
△ 314,377（繰越剰余金）
△ 211,829（当期未処分剰余金）

平成18年度収支計画
■平成18年４月１日から平成19年３月31日 ������� （単位：千円）

取扱い高等事　　　業
23,178,691受託販売事業
5,744,971買取販売事業
7,879,043購買事業
43,290,128信用事業　貯金残高
10,165,192　　　　　貸出金残高
77,813,900共済事業　長期共済保有高
34,850,000　　　　　短期共済保有高
1,695,308冷凍冷蔵事業
616,022製氷事業
206,340加工事業
273,373利用事業

平成18年度事業取扱計画
■平成18年４月１日から平成19年３月31日                          （単位：千円）  
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平
成
18
年
度

賦
課
金
の
徴
収
に
つ
い
て 

　

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
賦
課
金
の

徴
収
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
詳
し
く
は
後
日
皆
様
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

①
賦
課
金
の
額

　

正
組
合
員　

年
間
３
、
０
０
０
円

　

准
組
合
員　

年
間
２
、
０
０
０
円

②
徴
収
時
期
及
び
徴
収
方
法

　

平
成　

年
８
月　

日
ま
で
に
本
組

18

31

合
口
座
に
口
座
振
替
ま
た
は
振
込

み
等
に
よ
っ
て
納
付
す
る
。

一、JFしまねは、　組合員の所得向上に努めます。 

一、JFしまねは、　資源豊かな島根の海を創ります。 

一、JFしまねは、　安全　・　安心　・　新鮮な島根の魚を届けます。 

一、JFしまねは、　地域社会の発展に貢献します。 

一、JFしまねは、　明日を担う人を育成します。 

｢漁業協同組合JFしまね｣ 

行 動 指 針  
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信
頼
を
得
る
努
力
を
す
る
、
第
３
に
海

の
可
能
性
を
信
頼
し
持
続
的
に
可
能
な

生
産
体
制
を
確
立
す
る
た
め
に
組
織
が

一
丸
と
な
っ
て
そ
の
実
践
に
邁
進
し
ま

す
。」
と
式
辞
を
述
べ
た
。

　

来
賓
か
ら
は
、
小
林
芳
雄
水
産
庁
長

官
が
「
水
産
資
源
の
減
少
、
燃
油
価
格

の
高
騰
、
漁
業
者
の
高
齢
化
な
ど
、
水

産
物
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
基

盤
が
脆
弱
化
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

組
合
員
に
直
接
奉
仕
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
漁
協
は
、
資
源
管
理
や
担
い
手

の
育
成
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
業
の
課

題
に
対
応
し
、
漁
業
生
産
基
盤
の
維
持
・

強
化
を
図
る
上
で
、
よ
り
積
極
的
な
役

割
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
組
合
員
の
意

向
を
反
映
し
た
新
し
い
組
織
が
、
そ
の

機
能
を
十
二
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。」
と
述
べ
、
元
大
社
町
漁

協
の
組
合
長
を
歴
任
さ
れ
、
本
組
合
顧

問
の
青
木
幹
雄
参
議
院
自
由
民
主
党
議

員
会
長
か
ら
は
「
出
来
上
が
っ
た
こ
の
大

き
な
組
合
は
、
日
本
一
優
秀
な
組
合
に

な
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。そ
れ
ぞ

れ
の
漁
協
に
は
、
歴
史
や
伝
統
が
あ
り
、

ま
た
、
色
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、

時
代
の
流
れ
の
中
で
皆
が
協
力
し
て
立

派
な
漁
協
に
成
長
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
ま
す
。」と
の
祝
辞
に
続
い
て
澄
田
信

義
島
根
県
知
事
、
倉
井　

毅
島
根
県
議

会
議
長
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
式
典
の
終
わ
り
に
は
、
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
青
年
漁
業
者
を
代
表
し
て
、

（
有
）
事
代
丸　

牧
野　

勝
漁
労
長

（　

）
か
ら
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
行
動
指
針

36が
披
露
さ
れ
た
。

�����

　

島
根
県
下　

漁
協
が
今
年
１
月
に
合
併
、
４
月
に
は
島
根
県
漁
連
及
び
信
漁

20

連
を
包
括
承
継
し
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
が
総
合
事
業
体
と
し
て
発
足
し

た
こ
と
を
記
念
す
る
式
典
を
、
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
第
１
回
通
常
総
代

会
に
引
き
続
き
、
午
後
１
時
よ
り
、
松
江
市
千
鳥
町
の
ホ
テ
ル
一
畑
「
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
ホ
ー
ル
」
に
於
い
て
、
約
２
５
０
名
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
岸　

宏
代
表
理
事
会
長

が
「
新
組
合
は
全
国
最
大
規
模
の
漁
協

で
あ
り
、
そ
の
運
営
に
お
い
て
は
、「
信

頼
」
と
「
挑
戦
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

第
１
に
組
合
員
か
ら
の
信
頼
を
得
る
こ

と
を
最
優
先
に
、
第
２
に
社
会
か
ら
の ��������	

�������
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式
典
に
続
い
て
、
祝
賀
会
が
催
さ
れ
、

岸　

宏
代
表
理
事
会
長
の
挨
拶
後
、
竹

下　

亘
衆
議
院
議
員
、
景
山
俊
太
郎
参

議
院
議
員
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
松

浦
正
敬
松
江
市
長
の
乾
杯
の
発
声
に
よ

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
祝
宴
へ

移
っ
た
。
祝
宴
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
佐
野
神
楽
社
中
に
よ
る
「
恵

比
須
」
が
上
演
さ
れ
、
会
場
全
体
が
祝

賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。
終
わ
り
に
、

西
尾
理
弘
出
雲
市
長
の
発
声
に
よ
る
万

歳
三
唱
に
続
き
、
団
野　

清
副
会
長
が

挨
拶
し
、
祝
賀
会
を
閉
会
し
た
。

��������	
���
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様
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販
売
・
購
買
・
信
用
・
共
済
事
業
等
を
行
う
総
合
事
業
体
と
し
て
の
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま

　

販
売
・
購
買
・
信
用
・
共
済
事
業
等
を
行
う
総
合
事
業
体
と
し
て
の
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま

ね
が
４
月
１
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

ね
が
４
月
１
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

長
さ
１
、
０
２
８
キ
ロ
に
及
ぶ
島
根
県
の
海
岸
に
点
在
す
る
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
支

　

長
さ
１
、
０
２
８
キ
ロ
に
及
ぶ
島
根
県
の
海
岸
に
点
在
す
る
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
支

所
、
出
張
所
は
、
島
根
県
の
漁
業
振
興
を
図
る
拠
点
と
な
る
と
共
に
、
地
域
の
漁
業
者
や
漁
村
を

所
、
出
張
所
は
、
島
根
県
の
漁
業
振
興
を
図
る
拠
点
と
な
る
と
共
に
、
地
域
の
漁
業
者
や
漁
村
を

支
え
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
浜
を
支
え
る
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
各
部
署
、
支
所
の

支
え
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。
浜
を
支
え
る
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
各
部
署
、
支
所
の

紹
介
を
交
え
、
特
集
い
た
し
ま
す
。

紹
介
を
交
え
、
特
集
い
た
し
ま
す
。

　

念
願
で
あ
っ
た
連
合
会
の
包
括
承
継

に
よ
る
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
が

４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
致
し
、
信
用
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
済
事
業
と
の

合
併
に
よ
り
、
事
業
展
開
の
上
で
総
合

事
業
体
と
し
て
の
強
み
を
発
揮
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
初
年
度

は
、
組
合
員
の
利
用
率
向
上
と
自
己
資

本
比
率　

％
以
上
の
安
定
確
保
を
最
重

10

点
目
標
と
し
て
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
信
用
事
業
窓
口
の
利
便

性
を
確
保
し
な
が
ら
も
、
よ
り
経
営
の

合
理
化
と
効
率
化
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

漁
業
経
営
と
漁
家
の
生
活
設
計
の
確
立

に
、
従
来
以
上
に
お
役
に
立
て
る
体
制
づ

く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て
参
り
ま
す
。

 
専
務
理
事 

������

 
常
務
理
事 

������

　

組
合
員
の
市
場
出
荷
に
つ
い
て
は
、

組
合
員
全
面
出
荷
体
制
の
確
立
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。「
自
分
達
の
市
場
」と
い

う
意
識
を
も
っ
て
全
組
合
員
が
利
用
す

れ
ば
仲
買
に
対
す
る
力
、
ま
た
中
央
市

場
等
に
対
す
る
影
響
力
も
大
き
く
な

り
、
お
の
ず
と
魚
価
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
J
F
し
ま
ね
役
職
員
一
同
全

力
を
挙
げ
て
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
全
面
利
用
を
是
非
お
願
い
し
ま

す
と
共
に
、
卆
直
な
ご
意
見
・
ご
要
望

を
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 
常
勤
監
事 

������

　

連
合
会
を
包
括
承
継
し
た
、「
漁
業

協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
は
、
大
規
模

な
組
織
と
な
り
、
組
合
の
事
業
内
容
も

複
雑
化
、
高
度
化
等
に
伴
い
、
組
合
事

業
運
営
を
適
格
に
実
施
し
て
い
く
た

め
、
内
部
牽
制
体
制
の
一
層
の
強
化
が

要
請
さ
れ
る
。

　

監
事
の
地
位
の
独
立
性
を
保
ち
な
が

ら
、
会
長
の
直
属
部
署
で
あ
る
検
査
室

あ
る
い
は
、
本
所
の
事
業
管
理
部
と
連

携
を
と
り
、
健
全
な
漁
協
経
営
維
持
に

努
力
し
た
い
。

 
参　

事 

���

　

私
は
、
今
年
１
月
に
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の

参
事
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
に
て
、
西
郷
支
所
よ
り
赴
任
し
て
参

り
ま
し
た
。
参
事
職
を
お
受
け
し
た
か

ら
に
は
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

な
ぜ
漁
協
合
併
が
な
さ
れ
た
か
の
必
要

性
と
、
協
同
組
合
精
神
の
基
本
理
念
を

肝
に
銘
じ
、
職
員
一
丸
と
な
り
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
組
合
員
の
手
足
と
な
り
働
く
こ
と

が
使
命
で
あ
る
と
心
得
て
、
今
後
精
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

力
強
く
、
魅
力
の
あ
る
漁
協
、
豊
か

で
明
る
い
漁
村
創
り
を
、
組
合
員
の
皆

様
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

特
集

し
ま
ね

JF



� � � � �
���������������

 
総
務
部 

　

本
所
を
要
と
し
、
全
県
下
の
支
所
、

出
張
所
に
お
い
て
各
々
従
来
の
業
務
を

継
承
し
つ
つ
事
業
を
遂
行
し
て
い
く
中

で
、
漁
業
者
の
経
営
基
盤
の
確
立
、
組

合
員
の
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
働
く
こ

と
が
、
我
々
従
業
員
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
で
あ
り
、
ま
た
責
務
で
あ
る
こ
と
は

申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
総
務
部
職

員
と
し
て
、
こ
の
使
命
と
責
任
を
果
た

す
べ
く
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
全
従
業
員
の
意

識
の
高
揚
と
、
そ
の
実
践
に
向
け
た
取

り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
な
職
場
環
境

の
創
造
を
今
以
上
に
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

 
指
導
部 

������

　

こ
れ
ま
で
の
協
同
組
合
運
動
の
成
果

と
反
省
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
「
漁

業
協
同
組
合
J
F
し
ま
ね
」
と
し
て
の

指
導
事
業
に
つ
い
て
支
所
・
本
所
で
十

分
連
携
し
、
組
合
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が

停
滞
し
な
い
よ
う
努
力
し
ま
す
。
ま

た
、
県
下
１
万
２
千
人
の
正
准
組
合
員

へ
の
情
報
提
供
等
、
教
育
情
報
活
動
に

つ
い
て
は
特
に
力
を
入
れ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
検
査
室 

������

　

内
部
検
査
部
署
と
し
て
は
、
各
種
の

リ
ス
ク
の
管
理
体
制
と
そ
の
整
備
状
況

を
検
査
し
、
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
参

り
た
い
。
特
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
等
の
遵
守
）へ
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
た
運
動
を
通

じ
て
、
本
組
合
の
基
本
的
使
命
と
社
会

的
責
任
を
常
に
認
識
し
、
健
全
な
経
営

と
運
営
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る

揺
る
ぎ
な
い
組
織
と
し
て
参
り
ま
す
。

 
事
業
管
理
部 

「
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
の
事

業
管
理
部
は
、
事
業
管
理
課
と
債
権
管

理
課
の
２
つ
の
課
か
ら
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

２
つ
の
課
と
も
組
合
員
の
皆
様
と
は

直
接
に
は
接
す
る
部
署
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
収
支
（
決
算
）

に
は
大
き
く
関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
ず
、
事
業
管
理
課
は
、
組
合
員
の

事
業
の
全
般
的
な
管
理
を
行
い
ま
す

が
、
特
に
漁
獲
さ
れ
た
販
売
物
を
仲
買

人
に
販
売
し
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
そ

の
仲
買
人
の
保
証
金
の
管
理
、
代
金
の

支
払
い
状
況
等
を
管
理
し
、
資
金
の
円

滑
な
決
済
も
管
理
し
ま
す
。

　

ま
た
、
債
権
管
理
課
は
、
貸
出
金
、

種
々
未
収
金
等
が
中
長
期
に
渡
っ
て

滞
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
管
理
し
、
回

収
で
き
な
い
債
権
等
に
つ
い
て
は
、
保

証
人
、
担
保
等
の
状
況
を
調
査
し
、
状

況
に
よ
っ
て
は
、
保
証
人
と
の
協
議
、

担
保
の
処
分
等
を
実
施
し
回
収
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
、
結
論
が
す
ぐ
に
で
る
も

の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
地
道
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
信
用
部 

������

　

県
内
６
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
た
信
用
取

 
共
済
部 

������

　
「
信
頼
と
挑
戦
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
に
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
合
併
記
念
共
済
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
大
き
く
展
開
し
て

参
り
ま
す
。
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
そ
の
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
障
内

容
を
ご
用
意
し
て
ご
家
庭
に
お
じ
ゃ
ま

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
お
力
に
な

れ
る
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
保
険
や
共
済
の
ご
加

入
に
お
悩
み
の
方
は
、
気
軽
に
お
近
く

り
ま
と
め
支
所
の
充
実
強
化
を
図
る
と

共
に
、
各
営
業
窓
口
の
簡
素
化
や
Ａ
Ｔ

Ｍ
化
を
図
る
こ
と
で
窓
口
利
用
者
の
利

便
性
を
確
保
し
な
が
ら
経
営
の
効
率
化

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
販
売
部
門
と
の

連
携
強
化
に
よ
り
、
総
合
事
業
体
の
特

性
を
発
揮
で
き
る
金
融
商
品
等
の
提
供

を
行
う
と
共
に
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
を
受
取

り
窓
口
に
さ
れ
て
い
る
年
金
受
給
者
の

方
々
の
組
織
で
あ
る「
ほ
っ
と
倶
楽
部
」

の
旅
行
企
画
な
ど
の
継
続
実
施
に
よ
り

地
域
の
皆
様
方
の
利
用
向
上
に
努
め
ま

す
。
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の
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
共
済
窓
口
ま
で
お
立
ち

寄
り
下
さ
い
。

 
購
買
部 

������

　

石
油
事
業
に
つ
い
て
は
、
仕
入
先
各

社
と
連
携
を
密
に
し
て
良
質
で
安
価
な

燃
油
供
給
に
努
め
ま
す
。

　

又
、
魚
箱
事
業
は
規
格
統
一
を
は
か

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
は
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
全
利
用
体
制
の
確
立

に
努
め
、
一
般
資
材
に
つ
い
て
は
一
括

仕
入
、
在
庫
の
融
通
等
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
、
組
合
員
の
経
営

安
定
の
為
「
J
F
し
ま
ね
」
と
し
て
、

最
大
限
の
努
力
を
致
し
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
松
江
魚
市
場 

����

　

組
合
員
の
本
組
合
市
場
へ
全
面
出
荷

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
消
費
地
市

場
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
、
Ｊ
Ｆ
各

市
場
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
魚
価
の

向
上
、
魚
食
普
及
、
販
路
拡
大
に
努
め

ま
す
。

 
境
港
支
所 

�����

　

第
一
の
目
標
と
し
て
営
業
強
化
を
行

い
ま
す
。
販
路
開
拓
に
努
め
る
と
共

に
、
県
内
市
場
の
情
報
を
集
め
、
積
極

的
に
買
取
販
売
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

前
浜
、
県
内
市
場
の
魚
価
対
策
を
図
り

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
組
合
員
の
所
得

向
上
に
つ
な
が
り
、
後
継
者
確
保
の
一

助
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
島

根
県
内
で
獲
れ
た
安
全
・
安
心
・
新
鮮

な
魚
を
消
費
者
に
提
供
す
る
等
「
J
F

し
ま
ね
行
動
指
針
」
に
基
づ
き
組
合
員

の
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
を
展
開
し
て

行
き
ま
す
。

 
石
見
統
括
事
業
所 ����

　

石
見
統
括
事
業
所
は
、
購
買
事
業
と

冷
蔵
事
業
、
買
取
販
売
を
行
な
う
営
業

課
か
ら
な
る
部
署
で
、
特
に
購
買
事
業

に
つ
い
て
は
何
処
よ
り
も
安
く
良
い
物

を
安
定
供
給
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

日
々
仕
入
先
と
交
渉
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
系
統
利

用
率
の
向
上
を
お
願
い
し
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
い
か
し
た
事
業
展

開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 
美
保
関
支
所 

����

　

美
保
関
支
所
の
組
合
員
の
漁
獲
物
は

主
に
松
江
魚
市
場
、
境
港
市
場
に
出
荷

し
て
い
る
が
、
境
港
に
は
他
の
市
場
も

あ
り
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
へ
の
全
面
出
荷
に

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま

だ
組
合
員
の
中
に
は
、
従
来
の
漁
連
、

漁
協
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
抜
け
き
ら
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
境
港
支
所
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
定
期
的
に
活
魚

の
集
荷
な
ど
を
行
い
、
魚
価
の
向
上
に

努
め
、
組
合
員
の
皆
様
へ
「
自
分
の
魚

は
自
分
の
市
場
へ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

漁
協
へ
の
全
面
出
荷
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

 
島
根
町
支
所 

�����

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
行
動
指
針
に
基
づ
い
た

取
組
み
を
念
頭
に
、
組
合
員
と
の
連
携

を
図
り
、
地
域
に
密
着
し
た
体
制
の
確

立
と
運
営
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
て
努

力
す
る
所
存
で
す
。
ま
た
、
安
価
で
の

供
給
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ア
ワ
ビ
種
苗

を
利
用
し
た
ア
ワ
ビ
養
殖
漁
業
に
つ
い

て
当
支
所
の
特
色
あ
る
漁
業
と
し
て
育

て
る
と
と
も
に
、
漁
業
者
の
所
得
向
上

を
目
指
し
て
努
力
し
ま
す
。
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恵
曇
支
所 

�����

　

出
雲
東
部
地
区
に
お
け
る
産
地
市
場

と
し
て
、
現
在　

億
円
を
切
る
水
揚
高

20

が
続
い
て
い
る
状
況
を
打
破
す
べ
く
、

地
元
船
に
よ
る
ま
き
網
漁
業
の
再
興
、

小
型
底
曳
網
漁
業
の
増
統
等
を
模
索

し
、
地
元
水
産
業
の
振
興
を
図
る
と
と

も
に
、
水
揚
高　

億
円
を
目
標
と
し
た

30

取
り
組
み
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
８
万
個
受
け
入
れ
の
ア
ワ
ビ
陸
上

養
殖
施
設
を
整
備
し
、
２
年
後
の
６
万

４
千
個
出
荷
を
目
途
に
販
売
ル
ー
ト
の

構
築
と
Ｊ
Ｆ
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
努
め

た
い
。

 
平
田
支
所 

�����

　

各
放
流
事
業
を
継
続
し
、
更
な
る
漁

獲
量
の
増
大
と
、
各
港
に
適
し
た
漁
業

種
に
よ
る
新
規
就
業
者
の
育
成
・
特
産

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等
に
よ
り
漁
家
経
営

の
向
上
を
図
り
、
浜
に
根
ざ
し
た
組
合

員
の
支
所
と
し
て
職
員
一
同
活
気
の
あ

る
明
る
い
漁
村
を
目
指
し
ま
す
。

 
大
社
支
所 

�����

　

セ
リ
が
始
ま
る
５
時
に
出
勤
す
る

と
、
す
で
に
こ
の
時
期
、
朝
は
す
っ
か

り
明
け
き
っ
て
、
港
に
舟
影
は
な
い
。

舫
の
浮
子
だ
け
が
出
港
し
た
後
の
残
像

を
い
と
お
し
く
残
し
て
い
る
。

　

西
の
水
平
線
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
夕
日

が
沈
む
頃
、
帰
港
す
る
エ
ン
ジ
ン
音
が

心
地
よ
く
響
く
。
や
が
て
荷
揚
の
お
こ

ぼ
れ
を
ね
だ
る
カ
モ
メ
の
鳴
声
と
、
漁

師
の
陽
に
焼
け
た
声
が
入
り
交
じ
る
。

氷
の
音
、
リ
フ
ト
の
音
、
一
日
の
終
焉

を
告
げ
る
よ
う
に
そ
れ
ら
の
喧
騒
が
静

ま
る
と
、
周
り
は
夜
の
し
じ
ま
へ
と
う

つ
ろ
う
。

　

白
い
キ
ャ
ン
バ
ス
に
ど
の
よ
う
な
画

が
描
け
る
か
、
し
ば
ら
く
こ
の
地
で
風

に
吹
か
れ
て
み
よ
う
。

 
大
田
支
所 

�����

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
行
動
指
針
に
基
づ

き
、「
資
源
豊
な
し
ま
ね
の
海
作
り
」

「
安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
し
ま
ね
の
魚

の
供
給
」「
明
日
を
担
う
人
の
育
成
」

を
基
本
理
念
に
、
漁
業
者
・
青
年
部
・

女
性
部
と
の
連
携
を
一
層
深
め
る
と
共

に
、
消
費
者
の
産
地
表
示
要
求
の
高
ま

り
に
対
応
し
た
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー

等
に
よ
る
地
域
密
着
型
の
買
取
販
売
の

促
進
等
に
よ
る
新
規
事
業
の
開
拓
へ
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
漁
業
者
の
所
得
向

上
を
目
指
し
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
か
ら
始
ま
る
地
産

地
消
や
食
育
活
動
を
通
じ
た
地
域
活
動

の
貢
献
に
、
使
命
感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

 
仁
摩
支
所 

�����

　

市
場
統
合
に
よ
り
多
業
種
に
よ
る
多

品
目
の
魚
が
日
々
水
揚
げ
さ
れ
て
い
る

が
、
魚
価
の
低
迷
に
苦
慮
し
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。一
方
、
魚
離
れ
に
よ
り
魚

の
消
費
が
減
少
し
て
い
る
昨
今
、
付
加
価

値
対
策
と
し
て
の
中
央
市
場
並
び
に
量

販
店
へ
の
出
荷
も
必
要
な
手
段
で
あ
り

実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
各
地

で
衰
退
傾
向
に
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
魚
屋

さ
ん
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、一
般

に
流
通
し
に
く
い
魅
力
の
あ
る
鮮
魚
の
販

売
を
合
わ
せ
て
推
し
進
め
て
行
き
た
い
。

 
浜
田
支
所 

�����

　

漁
業
環
境
が
悪
化
の
中
で
、
浜
田
支

所
の
水
揚
の
取
扱
い
が
年
々
減
少
傾
向

と
な
り
、
組
合
の
み
な
ら
ず
地
域
経
済

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
集
荷
・
荷
引
に
尽
力
す
る
と
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共
に
、
新
た
に
、
買
取
・
ネ
ッ
ト
販
売

に
よ
る
販
路
拡
大
に
努
め
、
魚
価
対
策

を
講
じ
る
所
存
で
す
。

　

運
営
の
基
盤
は
、
組
合
員
の
利
用
が

前
提
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
高
め
る
た
め
に
も
組
合
員

皆
様
の
全
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
益
田
支
所 

�����

　

支
所
機
能
が
効
率
的
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
支
所
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
業

務
、
営
業
時
間
等
の
見
直
し
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
組
合
員
の
高
齢
化
対
策
に

つ
い
て
は
、
益
田
地
区
の
特
色
を
最
大

限
に
引
き
出
し
な
が
ら
後
継
者
の
育
成

に
努
め
て
行
き
た
い
。

 
西
郷
支
所 

�����

し
ま
し
て
、
漁
業
者
の
減
少
や
高
齢
化

対
策
と
し
て
自
営
漁
業
者
の
育
成
事
業

を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
魚
価
の

向
上
を
目
指
し
た
、
地
産
地
消
な
ど
地

域
振
興
策
に
よ
る
様
々
な
取
組
み
を
は

じ
め
と
し
た
隠
岐
産
魚
貝
類
の
Ｐ
Ｒ
や

島
外
か
ら
の
集
客
に
よ
る
離
島
振
興
と

合
わ
せ
た
漁
業
振
興
の
発
展
を
目
指

し
、
隠
岐
産
の
魚
貝
類
に
お
け
る
鮮
度

保
持
の
向
上
と
、
隠
岐
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
浦
郷
支
所 

�����

　

離
島
の
特
性
を
最
大
限
に
利
用
し

て
、
多
種
多
様
な
魚
介
類
の
周
年
出
荷

体
制
を
確
立
し
、
管
理
費
等
の
圧
縮

や
、
安
価
で
安
定
し
た
資
材
の
調
達
に

努
め
、「
活
魚
販
売
」「
蓄
養
事
業
」な
ど

の
新
規
事
業
へ
の
参
入
を
図
り
ま
す
。ま

た
漁
業
環
境
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況

に
お
い
て
は
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
知

恵
を
し
ぼ
り
、
離
島
と
し
て
の
ハ
ン
デ
で

あ
る
輸
送
コ
ス
ト
の
減
少
、
安
全
で
高
品

質
な
魚
の
安
定
供
給
と
あ
わ
せ
て
組
合

員
の
漁
家
経
営
の
安
定
を
目
指
し
ま
す
。

　

組
合
員
と
の
連
携
を
一
層
密
に
い
た

竹島
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『
観
天
望
気
』

　

朝
起
き
て
空
を
見
上
げ
、
テ
レ
ビ
等
の

気
象
予
報
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
「
観
天
望

気
」。
今
日
の
天
気
は
、
風
は
、
波
高
は
、

今
夜
は
出
漁
で
き
る
か
な
…
と
。
そ
の
時

は
真
に
浜
の
第
一
線
の
漁
師
さ
ん
と
心
は

一
つ
で
あ
る
。
気
象
が
刻
々
と
変
化
す
る

海
を
生
活
の
場
と
す
る
漁
師
さ
ん
に
と
っ

て
、「
観
天
望
気
」
は
生
命
に
も
か
か
わ
る

最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
最
先
端
技
術

を
駆
使
す
る
気
象
衛
星
「
ひ
ま
わ
り
」
か

ら
の
情
報
を
活
用
し
た
予
報
よ
り
も
、
漁

師
さ
ん
の
観
天
望
気
に
よ
る
予
報
の
方
が

良
く
当
た
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
か
ら

お
も
し
ろ
い
。

　

華
や
か
な
夏
を
告
げ
る
魚
と
し
て
馴
染

が
深
く
、
島
根
の
県
魚
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
「
ト
ビ
ウ
オ
」
は
、
飛
翔
と
い
う
ト

ビ
ウ
オ
の
も
つ
特
性
の
た
め
、
飛
躍
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
縁
起
の
よ
い
魚
と
さ
れ
て
い

る
。
か
つ
て
昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時
代
に

外
遊
さ
れ
た
折
、
お
召
し
の
軍
艦
に
ト
ビ

ウ
オ
が
飛
び
込
み
、
御
供
の
人
は
吉
兆
で

あ
る
と
大
い
に
喜
び
陛
下
に
ご
報
告
し
た

と
い
う
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
ト

ビ
ウ
オ
の
飛
び
た
つ
時
の
ス
ピ
ー
ド
は
、

時
速　

�
。
観
測
さ
れ
た
記
録
で
は
、
高

70

さ　

�
、
距
離
４
０
０
�
、
滞
空
時
間　

10

42

秒
と
あ
る
。

　
「
ト
ビ
ウ
オ
」は
な
ぜ
飛
ぶ
の
か
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
よ
く
シ
イ
ラ
な
ど
の
捕

食
魚
か
ら
逃
れ
る
た
め
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
海
上
に
は
海
鳥
が
待
ち
う
け
て
い

る
事
も
あ
る
は
ず
で
、
必
ず
し
も
安
全
と

は
言
え
な
い
。

　

高
名
な
博
物
学
者
フ
ン
ボ
ル
ト
は
「
ト

ビ
ウ
オ
は
純
粋
に
楽
し
む
た
め
に
飛
ぶ
」

と
考
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
私
は

「
ト
ビ
ウ
オ
が
飛
ぶ
の
は
『
観
天
望
気
』

の
た
め
で
あ
る
」
と
思
っ
て
い
る
。
海
の

中
に
棲
息
す
る
魚
達
も
、
気
候
の
良
い
季

節
に
は
、
時
々
海
上
か
ら
空
模
様
や
世
相

を
偵
察
し
情
報
交
換
、
そ
の
諜
報
役
が
ト

ビ
ウ
オ
な
の
で
は
･
･
･
。

　

真
実
は
ト
ビ
ウ
オ
の
み
が
知
る
と
こ

ろ
。

　

素
晴
ら
し
い
魚
食
文
化
と
夢
を
与
え
る

海
に
感
謝
し
た
い
。

〔
宏
山
〕

皆
様
か
ら
の
ひ
と
こ
と
随
想
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね「
明
る
い
漁

村
係
」
ま
で
）

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
で
は
、「
カ
ン
パ

イ
！
お
い
し
さ
山
陰
産
」
と
し
て

地
産
地
消
活
動
を
応
援
し
て
い

る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
株
式
会
社
山

陰
統
括
支
社
と
協
働
し
、「
麒
麟

淡
麗
〈
生
〉『
し
ま
ね
定
置
も
ん

オ
リ
ジ
ナ
ル
』
デ
ザ
イ
ン
缶
」
を

６
月　

日
か
ら
数
量
限
定
で
発

29

売
し
ま
す
。

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
山
陰
統
括
支

社
で
は
、
島
根
・
鳥
取
両
県
で
つ

く
ら
れ
る
ビ
ー
ル
大
麦
が
全
て

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
と
の
契
約
栽
培

で
あ
り
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
、
発
泡

酒
の
原
料
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
量
販
店
や
飲
食
店

に
お
い
て
、
四
季
折
々
の
地
元
の

お
い
し
い
食
材
の
「
地
産
地
消
」

啓
発
活
動
を
応
援
し
、
山
陰
の
美

味
し
さ
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

「
し
ま
ね
定
置
も
ん
」
は
、
よ
り

鮮
度
の
良
い
安
全
な
魚
を
、
食
卓

で
安
心
し
て
味
わ
っ
て
欲
し
い

と
い
う
生
産
者
の
思
い
か
ら
始

め
ら
れ
、
殺
菌
冷
海
水
を
使
い
鮮
度

保
持
と
衛
生
管
理
に
と
こ
と
ん
こ
だ

わ
っ
た
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
」
の
認
証
品
。

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
行
動
指
針
で
あ
る
安

全
・
安
心
・
新
鮮
な
島
根
の
魚
の
先

頭
を
走
る
商
品
で
す
。
加
え
て
、
こ

の
取
り
組
み
に
賛
同
し
、「
し
ま
ね

定
置
も
ん
協
力
店
」
と
し
て
県
産
水

産
物
を
積
極
的
に
販
売
し
て
い
る
量

販
店
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
で
は
、
消
費
者
と
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
し
ま

ね
の
魚
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら

い
、
更
に
品
質
の
高
い
商
品
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
は
勿
論
、
県

産
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
新
鮮
な
島
根
の
魚
を
届
け
ま
す
。

「
麒
麟
淡
麗
〈
生
〉『
し
ま
ね
定
置
も
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
缶
」
発
売

　
「
観
天
望
気
」
と
は
･
･
･

　

天
文
か
ら
天
気
を
判
断
す
る
の
が
観
天
、
空

模
様
や
色
合
い
か
ら
天
気
を
知
る
の
が
望
気
。

〜
日
本
語
大
辞
典
〜
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